
主蒸気逃がし安全弁排気管反力について 
 

１．概要 
 ダイヤフラムフロアを評価する際に考慮する荷重の 1 つに主蒸気逃がし安全弁排気管反

力がある。本申請のダイヤフラムフロアの評価では，主蒸気逃がし安全弁排気管反力とし

て，既工認の設計荷重に基づいた設計荷重を用いて評価している。 
 ダイヤフラムフロアの評価で用いた設計荷重が，配管解析より得られた主蒸気逃がし安

全弁排気管反力（以下「配管反力」という。）を包絡していることを本書に示す。 
 
２．配管反力と設計荷重の比較 

表 1 に設計基準対象施設，表 2 に重大事故等対処設備としての配管反力及び設計荷重を

示す。 

 配管反力はⅤ-2-5-2-1-2「管の耐震性についての計算書」及びⅤ-3-3-3-1-1-3-2「管の応力

計算書」における解析に基づいている。 
 

表 1 設計基準対象施設としての配管反力と設計荷重 

荷重 
ダイヤフラムフロアに作用する荷重 

配管反力 設計荷重 

地震時 
荷重 

地震時 
配管荷重 

弾性設計用地震動Ｓｄにより

定まる地震荷重又は静的地震

荷重 
Ｖ：142kN＊ Ｖ：490kN＊ 

基準地震動Ｓｓにより定まる 
地震荷重 

Ｖ：170kN＊ Ｖ：539kN＊ 

注：Ｖは鉛直方向を示す（下向きを正とする。）。 

注記＊：逃がし安全弁排気管貫通部 1 箇所当たりの荷重を示す。 
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表 2 重大事故等対処設備としての配管反力と設計荷重 

荷重 
ダイヤフラムフロアに作用する荷重 

配管反力 設計荷重 

地震時 
荷重（重

大事故等

時） 

地震時 
配管荷重 

弾性設計用地震動Ｓｄにより

定まる地震荷重又は静的地震

荷重 
Ｖ：142kN＊ Ｖ：490kN＊ 

基準地震動Ｓｓにより定まる 
地震荷重 

Ｖ：170kN＊ Ｖ：539kN＊ 

重大事故

等時荷重 
ＳＡ時配管荷重 Ｖ：115kN＊ Ｖ：343kN＊ 

注：Ｖは鉛直方向を示す（下向きを正とする。）。 

注記＊：逃がし安全弁排気管貫通部 1 箇所当たりの荷重を示す。 
 
３．まとめ 
 2.項で示した通り，設計荷重は配管反力を包絡しているため，本申請のダイヤフラムフロ

アの評価で用いている主蒸気逃がし安全弁排気管反力は妥当である。 
 


